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1．はじめに

1.（1）　研究背景

　コロナ禍も収束した現在、日本に多くの外国人観光客が訪れ、インバウンド観光が増加傾向にある。
政府としても、2030年までに訪日外国人観光客数を 6000万人まで増加させる目標を掲げており［1］、今
後も外国人観光客の増加が予想されている。また観光庁によると、日本を再訪する外国人観光客も増え
ており、観光レジャー目的の訪日回数が 2回以上の「訪日リピーター」の割合は、2016年以降、6割前
後で推移している［2］。また訪日リピーター数も年々増加しており、2019年は 2016年から約 1.6倍と増
加傾向にある［2］。
　経済や地域活性化の視点からも、リピーター観光客の確保は重要である。小原［3］によると、リピー
ターの将来の行動を予測し、先手を打ってニーズに応えることで、より効果的なマーケティングが可能
となり、その結果として観光客の満足度を向上させることができる。また、観光客は観光地での直接的
な経験を重ねて、メディアや友人から得た情報と他の個人的な経験と比較して意思決定を行う。すなわ
ち、観光客が観光地で満足すれば、再びその観光地に訪れ、その観光地での経験を周りの家族や友人に
話す可能性が高くなる［4］。以上のように、観光地を再訪する観光客のニーズを捉えることは、観光客の
満足度の向上と、観光の目的地（ディスティネーション）である地域の活性化との両者を実現するため
に重要な要因である。
　訪日外国人観光客が、日本滞在中に実施したことや将来実施したいことの中でも、日本食やショッピ
ング、繁華街での街歩き、自然・景勝地観光、四季の体感の割合が多く占めている［5］。そのなかでも、
外国人旅行者の「食」への関心が高まっており、「訪日前に期待していたこと」の約 7割を「日本食を
食べること」が占めている［6］。
　日本を再訪する外国人観光客数は、東アジアが上位 4地域を占めており、次いで、東南アジア、北ア
メリカとなっている［2］。東アジア 4地域で、全体のリピーター観光客の 82.6%を占めている［2］。東アジ
アのリピーター観光客は、全体的に訪日回数 1回目の観光客よりも旅行支出が多い。そのなかでも、宿
泊費や飲食費、買物代が多い傾向となっている［2］。

1.（2）　研究目的

　これまで、外国人観光客の再訪に影響を与える要因について、多くの研究が行われている。例えば、
タイのバンコクに関する研究［7］によると、海外からの観光客がバンコクを再訪する意思を予測する主
な要因は、宿泊施設やショッピング、レストランと食事、現地の態度に対する満足度や魅力、全体的な
満足度、および全体的な観光地のイメージであると報告している。マレーシアのサバ州に関する研究［8］

によると、サバ州を再度訪れる観光客にとって、最も重要な要因は、観光地のイメージであった。スペ
インのバレアレス諸島に関する研究［5］では、全体的な満足度と過去の訪問回数が、再訪意向にプラス
の影響を与えていた。スペインのマヨルカ島の研究［9］では、全体的な満足度と観光地への交通サービ
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スが、再訪意向に大きな影響を与えていた。
　これらの先行研究は、観光客の約半数がリピーター観光客であり、観光地における再来意向に影響を
与える要因を明らかにしている。しかし日本の観光地において、どのような魅力や、観光地での全体的
な満足度、過去の訪問回数や観光地のイメージ、観光地へのアクセスが、再訪意向に影響を与えている
のかは検討されていない。
　本研究では、日本を再訪する外国人観光客数の多い東アジアから、中国と韓国を対象として、日本の
観光地を再訪する要因を分析することを目的とする。また、日本の観光地での魅力および不満要因を分
析することで、東アジアからの観光客視点でのディスティネーション・マーケティングに求められる要
因を明らかにすることを目的とする。

2．方法

2.（1）　仮説の設定

　Alegre and Cladera［9］は、過去の訪問回数が、観光客の再訪意向にプラスの影響を与えていることを示
している。また Kozak［4］によると、過去の訪問回数が観光地を再訪する要因となることが示されてい
る。以上の先行研究を踏まえ、過去の訪問回数と再訪意向の関係について、次の仮説Ⅰを設定する。

仮説Ⅰ：過去の訪問回数が多いほど、再訪意向が高い

　観光客の再訪意向は、観光地での全体的な満足度の影響を受ける。Alegre and Cladera［9］と Thiumsak 
and Ruangkanjanases［7］は、観光地での全体的な満足度が、観光客の再訪意向に影響を与えることを示し
ている。Kozak［4］も、全体的な満足度が、再訪意向に対してより強い影響があると述べている。以上の
先行研究を踏まえ、観光地での全体的な満足度と再訪意向の関係について、次の仮説Ⅱを設定する。

仮説Ⅱ：観光地での全体的な満足度が高いほど、再訪意向が高い

　さらに先行研究では、観光客が感じる観光地の魅力が、再訪意向に影響することが主張されている。
Thiumsak and Ruangkanjanases［7］によるタイを対象とした研究では、宿泊施設やショッピング、レストラ
ンと食事、現地の人びとの態度といった観光地での魅力が、観光客の再訪意向に大きな影響を与えるこ
とが示されている。この研究から、次の仮説Ⅲを設定する。

仮説Ⅲ：観光客が感じる観光地の魅力は、観光客の再訪意向と正の関係がある

　観光地の再訪意向は、観光客が観光地に対して抱く全体的なイメージの影響を受ける。Thiumsak and 
Ruangkanjanases［7］と Kozak［4］は、全体的な観光地のイメージが、再訪意思と正の相関関係があると示し
ている。Som et al.［8］は、マレーシア・サバ州を再度訪れる観光客にとって最も重要な要因は、観光地
のイメージであると指摘している。以上の先行研究を踏まえて、全体的な観光地のイメージと再訪意向
の関係について、次の仮説Ⅳを設定する。

仮説Ⅳ：観光客の全体的な観光地のイメージが強いほど、再訪意向が高い

　最後に、観光地へのアクセスも、観光客の再訪意向に影響する重要な要因である。Kozak［4］による
と、現地の交通サービスのレベルや交通アクセスの良さが、観光客の再訪要因であると示されているこ
とから、次の仮説Ⅴを設定する。



図 1　リピーターの外国人観光客の再訪意向モデル
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仮説Ⅴ：観光地への交通アクセスが良いほど、観光客の再訪意向を高める

　以上の仮説Ⅰ～Ⅴを踏まえて、日本を訪れる外国人観光客の再訪意向について、図 1に示すモデルを
設定する。また先行研究をもとに、再訪意向を目的変数、過去の訪問回数から観光地へのアクセスまで
の 5つの要因を説明変数として、中国および韓国から日本を観光に訪れた経験のある観光客を対象とし
たアンケートの回答データから重回帰分析を行い、仮説Ⅰ～Ⅴを検証する。

2.（2）　アンケート調査

　中国および韓国から日本を観光に訪れた経験のある観光客を対象に、図 1に示す再訪意向モデルにも
とづき、表 1に示すアンケートを作成した。各質問の回答は 5段階のリッカート尺度として、再訪意向
については「1．ぜひ訪れたい」⇔「5．まったく訪れたいと思わない」とした。過去の訪問回数につい
ては、「1回」「2回」「3回」「4回」「5回以上」とした。観光地の全体的な満足度については、「1．非
常に満足」⇔「5．非常に不満」とした。観光地で認識された魅力については、「1．最も影響力のある」
⇔「5．最も影響力が低い」とした。観光地の全体的なイメージと観光地へのアクセスについては、
「1．非常に良い」⇔「2．非常に悪い」とした。
　さらに、中国および韓国から日本を観光に訪れた経験のある観光客が、日本の観光地に対する魅力や
不満に関するアンケート項目を、表 2のように設定した。農林水産省［5］によると、訪日外国人観光客
が日本滞在中に実施したことや実施したいことの中でも、日本食を食べること、ショッピング、繁華街
も街歩き、自然・景勝地観光、日本のお酒を飲むこと、温泉・旅館、日本の歴史や文化体験、テーマパ
ーク、美術館・博物館、日本のカルチャー、四季の体験、映画やアニメの地を訪問、交流したい人がい
るが多くの割合を占めている。その結果をもとに、日本の観光地での魅力については、表 2に示す設問
について、該当する項目を複数選択が可能な方式で尋ねた。
　次に Alegre and Garau［10］によると、外国人観光客が観光地で感じる不満の中でも、観光地での混雑や
環境が、再訪意向に大きな影響を与えると述べている。また観光庁［10］が実施した外国人観光客の受け
入れ環境に対する調査によると、価格、交通アクセス、サービス品質、宿泊施設、景観、安全性、言
語、情報不足、Wi-Fiサービス、コインロッカー、地図・パンフレット、衛生面に、不便さや不満を感
じていると報告されている。その結果をもとに、日本の観光地での不満については、表 2に示す設問に



表 1　再訪意向モデルにもとづくアンケート項目

1．再訪意向
　また日本の観光地を訪れたいと思いますか

2．過去の訪問回数
　これまでに日本の観光地を訪れた回数を教えてください

3．観光地の全体的な満足度
　日本の観光地に対して感じた全体的な満足度について評価してください

4．観光地の魅力
　日本の観光地で感じた魅力の影響力について評価してください

5．観光地の全体的なイメージ
　日本の観光地に対して持っている全体的な観光地のイメージを評価してください

6．観光地へのアクセス
　日本の観光地へのアクセスのしやすさについて評価してください

表 2　日本の観光地での魅力および不満に関するアンケート項目

1．日本の観光地の魅力について、当てはまるものをすべて選択してください（複数選択可）
　 □日本食を食べる、□ショッピング、□繫華街の街歩き、□自然・景勝地観光、□温泉・旅館、
　□日本の歴史や文化体験、□テーマパーク、□美術館・博物館、□映画やアニメの地を訪問、□その他

2．日本の観光地の不満についてあれば、当てはまるものをすべて選択してください（複数選択可）
　 □価格、□環境、□交通アクセス、□混雑、□観光施設のサービス品質、□宿泊施設の質、□景観、□治安、
　□言語対応、□現地での情報不足、□Wi-Fiサービス、□コインロッカー、□地図・パンフレット、□衛生面、
　□その他
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ついて、該当する項目を複数選択が可能な方式で調査した。
　表 2に示す日本の観光地での魅力および不満については、各設問の選択肢を選択した回答数のクロス
集計表から、コレスポンデンス分析を行い、観光客の属性と魅力・不満との関係について分析し、その
結果から再訪意向との関係について分析する。
　アンケート調査は、GMOリサーチ &AI株式会社に委託し、表 1～表 3に示す質問項目を中国語（簡
体字）および韓国語に翻訳して、2024年 9月 17日～19日に実施した。回答者は、中国および韓国に在
住する過去 10年以内に日本を観光で訪れたことがある人を対象とした。調査の結果、413名（中国：
228名、韓国 : 185名）から有効な回答を得られた。回答者の基本属性を、表 3に示す。



表 3　回答者の属性

属性 　 N %

国 中国 228 55
韓国 185 45

性別 男性 204 49
女性 209 51

年齢 20代 74 18
30代 104 25
40代 83 20
50代 79 19
60代 73 18

職業 公務員 24 5.8
経営者・役員 33 8.0
会社員（事務系） 98 23.7
会社員（技術系） 66 16.0
会社員（その他） 32 7.7

自営業 44 10.7
自由業 24 5.8
専業主婦 27 6.5

パート・アルバイト 12 2.9
学生 15 3.6
その他 23 5.6
無職 15 3.6
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3．結果と考察

3.（1）　外国人観光客の再訪意向に関する仮説の検証

　重回帰分析の結果を、表 4に示す。自由度調整済み決定係数は 0.5154であったため、このモデル
は、中国および韓国から日本を訪れる観光客の再訪意向に対して、51.54%の説明力を持つことが示さ
れた。また「過去の訪問回数」「観光地の全体的な満足度」「観光地で認識された魅力」の回帰係数は有
意であったが、それ以外は有意とはならなかった。
　はじめに、過去の訪問回数と観光客の再訪意向との回帰係数β＝0.0667（p＝0.007）は、1%水準で
統計的に有意であった。しかし、観光地の全体的な満足度や魅力と比較すると回帰係数が小さく、仮説
Ⅰが支持されたとは言えない結果となった。
　次に、観光地の全体的な満足度（β＝0.348、p＝1.30×10-6）と魅力（β＝0.473、1.01×10-11）につい
ては、0.1%水準で統計的に有意であった。したがって、外国人観光客の観光地における全体的な満足
度、および、観光地で認識された魅力を高めることで、再訪意向も高まることが示され、仮説Ⅱと仮説
Ⅲが支持された。両者ともに再訪意向に正の影響を与えているが、回帰係数より「観光地の魅力」の方
が「観光地の全体的な満足度」よりも、再訪意向への影響が強かった。
　一方、観光地の全体的なイメージ（β＝0.138、p＝0.05886）と観光地へのアクセス（β＝0.018、p＝
0.71397）は、再訪意向に有意な影響を与えない結果となった。中国および韓国から日本に訪れる観光
客の場合、仮説Ⅳと仮説Ⅴは支持されないことがわかった。

3.（2）　国による違いの検証

　3.（1）節の結果から、中国および韓国から日本を訪れる観光客の再訪意向には、観光地の全体的な



表 4　外国人観光客の再訪意向に関する重回帰分析の結果

説明変数 回帰係数 t値 p値

過去の訪問回数 0.066 2.727 0.007**
観光地の全体的な満足度 0.348 4.913 1.30×10-6***
観光地の魅力 0.473 7.008 1.01×10-11***
観光地の全体的なイメージ 0.138 1.895 0.05886
観光地へのアクセス 0.018 0.367 0.71397

*** : p < 0.001, ** : p < 0.01, * : p < 0.05
自由度調整済み決定係数：0.5154

表 5　階層的重回帰分析（ステップ 2）

*** : p < 0.001, ** : p < 0.01, * : p < 0.05
自由度調整済み決定係数：0.5147

説明変数 回帰係数 t値 p値

国（中国、韓国） 0.048 0.656 0.5125
過去の訪問回数 0.061 2.403 0.0167*
観光地の全体的な満足度 0.341 4.758 2.73×10-6***
観光地の魅力 0.485 6.916 1.81×10-11***
観光地の全体的なイメージ 0.138 1.892 0.0592
観光地へのアクセス 0.026 0.507 0.6125
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満足度と観光地で認識された魅力が影響していることが示された。しかしながら、これらの要因が再訪
意向に与える影響が、国（中国、韓国）により異なる可能性もある。そのため、階層的重回帰分析を用
いて、再訪意向に対する要因と国（中国、韓国）の交互作用効果を検証する。交互作用効果とは、ある
目的変数に対する説明変数の影響の「向き」あるいは「大きさ」が、別の説明変数の水準によって異な
ることを意味する。
　次の 2つのステップで、階層的重回帰分析を行う。はじめにステップ 1として、3.（1）節で述べた
重回帰分析を行い、「観光客の再来訪意向」と「過去の訪問回数」「観光地の全体的な満足度」「観光地
の魅力」「観光地の全体的なイメージ」「観光地へのアクセス」との関係を分析する。その結果は、表 4
に示したとおりである。
　次にステップ 2として、ステップ 1の 5つの説明変数に、国（中国、韓国）を調整変数として追加し
て、調整効果の有無を検証する。なお、「国」はダミー変数（中国：1、韓国：0）として追加した。
　ステップ 2の分析結果を表 5に示す。「国」（中国、韓国）（β＝0.0481、p＝0.5125）のダミー変数の
回帰係数は有意とはならずに、再訪意向に影響しない結果となった。すなわち、日本を観光で再訪する
意向には、中国と韓国の違いがないことが示された。また、ステップ 2の調整済み決定係数は 0.5147
と、ステップ 1の決定係数（0.5154）と差がなかったことから、国（中国、韓国）の要因は、日本を訪
れる観光客の再訪意向に、影響していないことがわかった。

3.（3）　中国・韓国からの観光客が認識する日本の観光地の魅力

　前節までの分析で、日本の観光地での魅力が、中国および韓国からの観光客の再訪意向に、最も強く
影響を与えていることが明らかとなった。次に、日本の観光地での魅力を、どのように中国および韓国
からの観光客が認識しているかをコレスポンデンス分析により分析する。なお、階層的重回帰分析よ
り、中国と韓国の違いがないことが示されたため、国の属性を分けずに、年代のみで表 2に示す観光地
の魅力に関するアンケート各項目の選択肢についてクロス集計を行った。クロス集計の結果を、表 6に
示す。



表 6　年代と魅力のクロス集計表

世代
魅力

20代 30代 40代 50代 60代 合計

日本食 64 77 64 50 42 297

ショッピング 39 64 46 35 32 216

繁華街の街歩き 24 41 24 20 26 135

自然景勝地 43 65 48 55 48 259

温泉旅館 40 66 51 44 43 244

日本の歴史や文化体験 33 44 27 24 21 149

テーマパーク 26 50 28 23 18 145

美術館・博物館 17 33 15 13 17 95

映画やアニメの地を訪問 29 50 21 9 0 109

合計 315 490 324 273 247

図 2　コレスポンデンス分析の結果（日本の観光地での魅力）
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　次に、表 6のクロス集計表をもとに、R（Ver.4.4.1）およびパッケージ FactMineRを用いて、コレス
ポンデンス分析を実施した。その結果、寄与率が第 1軸で 81.09%、第 2軸で 11.96%となった。第 1軸
の影響が 80%を超えており、また第 2軸までで全分散の 93.05%が説明された。この結果から、第 1軸
および第 2軸の列スコア・行スコアを用いて、年代と観光地の魅力との関係を図 2に示す。
　寄与率が 81.09%の第 1軸の行スコア（観光地の魅力）は、プラス方向では「映画やアニメの地を訪
問」や「テーマパーク」が高かった。列スコア（年代）と対応させると、20代・30代と比較的若い層
が、これらの要因に魅力を感じていた。一方、マイナス方向では「自然・景勝地観光」や「温泉・旅
館」が高く、これら要因は 60代・50代と年齢が高い層が魅力を感じていた。40代は若年層と年配層と
の中間の傾向を示しており、また表 2のクロス集計表と対応させると、日本食やショッピングは、どの
世代も魅力を感じていることがわかった。
　次に、寄与率が 11.96%の第 2軸の行スコア（観光地の魅力）は、プラス方向では「美術館・博物
館」や「繁華街の街歩き」が高かった。列スコア（年代）と対応させると、30代および 60代が、これ
らの要因に魅力を感じていた。マイナス方向では「日本食」が高かったが、この要因は前述のように、
どの世代も魅力を感じている。表 2のクロス集計表と対応させると、日本食に魅力を感じている世代は
30代が最も多かったが、30代は日本食以外の要因以外にも魅力を感じていることがわかる。一方、第
2軸の列スコア（年代）がマイナス方向の 20代・40代・50代は、自然・景勝地観光（40代・50代）



世代
不満

20代 30代 40代 50代 60代 合計

価格 11 19 16 15 12 73

環境 4 5 4 6 8 27

交通アクセス 4 9 3 3 8 27

混雑 17 23 19 17 21 97

観光施設のサービスの質 5 7 5 6 8 31

宿泊施設のサービスの質 9 6 5 5 8 33

景観 1 4 2 0 5 12

治安 9 5 2 3 2 21

言語対応 19 36 24 21 18 118

現地での情報不足 11 27 16 10 13 77

Wi-Fiサービス 7 19 15 8 10 59

コインロッカー 4 7 5 4 4 24

地図・パンフレット 2 4 3 3 1 13

衛生面 1 3 0 1 3 8

合計 104 174 119 103 121

表 7　年代と不満要因のクロス集計表
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を除くと、日本食以外の要因に魅力を感じていると回答した人数が比較的に少なかった。
　以上の結果から、中国・韓国からの観光客は、年代ごとに異なる魅力を日本の観光地に感じている
が、表 3に示すように比較的に人数比が高いことを考慮しても、30代は日本での観光に意欲的な世代
であると考えられる。20代はその潜在層として位置づけられること、また 50代・60代は「自然・景勝
地観光」や「温泉・旅館」に魅力を感じていることから、若い世代には映画やアニメに代表されるサブ
カルチャーを含む日本独自の社会・文化、年配の世代には自然・景勝地や温泉・旅館と、世代により異
なるマーケティング戦略が有効である。ただし、ショッピングと日本食は、どの年代も魅力を感じる要
因であることから、この 2要因を組み込んだ上で、日本の観光地における観光資源の魅力を考慮して、
ターゲットとする世代にアプローチすることが望ましいと考えられる。

3.（4）　不満要因の分析

　Alegre and Garau［10］は、観光地の不満が全体的な満足度にも影響を与え、観光地の不満を解消するこ
とで、観光客の満足度向上に繫がると述べている。すなわち、観光地の全体的な満足度を上げるために
は、日本の観光地での不満を解消することも必要である。そのため、前節と同様に、年代のみで表 2に
示す観光地の不満に関するアンケートの各項目についてクロス集計を行った。その結果を表 7に示す。
　観光地の魅力に対して、観光地の不満要因を回答した人数は少なかったが、その中でも日本の観光地
での「言語対応」と「混雑」、次に「価格」や「現地での情報不足」が不満を感じる要因となっている
ことがわかる。その回答数は、世代による違いは、あまり見られなかった。

4．まとめ
　中国および韓国から日本を訪れた観光客を対象に、観光地の再訪意向を分析した。その結果、観光地
の全体的な満足度と観光地の魅力が、再訪意向に影響していることがわかった。また、過去の訪問回数
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の影響はわずかで、観光地のイメージや観光地のアクセスは、日本の観光地での再訪意向に影響がみら
れなかった。結果として、観光地の魅力や満足度を高めると再訪意向も高まることが示された。観光地
へのアクセスが再来訪意向に影響を与えなかった要因としては、日本は鉄道やバス路線など交通網が発
達しており、観光地への交通インフラが整っているため、観光客にとって観光地へのアクセスは障壁に
なりにくいと考えられる。また、日本ではゴールデンルートである東京、箱根、富士山、名古屋、京
都、大阪など日本の人気な観光地を、新幹線などの交通手段を利用して効率よく周遊するルートがある
ため、観光地へのアクセスが再訪意向に影響を与えなかったと考えられる。
　また、日本の観光地の再訪意向には、中国と韓国で違いがないことも明らかとなった。これは、中国
と韓国は日本から近い距離にあり、日本での観光体験において、中国の観光客と韓国の観光客とが共通
のニーズを持っていると考えられる。
　中国および韓国からの観光客が日本の観光地にどのような魅力を感じているのかを分析した結果、若
年層（20代、30代）の観光客は、主に観光地でのアクティブな体験やサブカルチャーを、魅力に感じ
ていると考えられる。例えば、日本の映画やアニメなどのサブカルチャー、東京ディズニーランドやユ
ニバーサルスタジオジャパンに代表されるテーマパークなどでの体験が挙げられる。また全年代の観光
客は、寿司に代表される日本食、日本でのショッピング、歴史や文化に触れる体験を魅力と感じてい
た。年配（50代、60代）の観光客は、自然景勝地や温泉旅館、繁華街の街歩きなど、日本の観光地で
リラックスやゆったりとした体験、癒しを求めていると考えられる。日本各地に景勝地があり、温泉や
旅館も多く、このような場所でリラックスやゆったりと非日常を味わえる空間も、日本の観光地の魅力
である。
　本研究は、東アジアでも中国と韓国の観光客を対象に、413名のアンケート回答を分析して得られた
結果からの考察であり、その妥当性については、今後さらなる検証が必要である。特に、中国・韓国以
外の国、東アジア以外の地域、アジアと他地域、東アジアに次いで観光客数の多い北米地域との比較
が、今後の課題である。

※ 本研究ノートは、筆頭著者（松永 康生）が工学部経営工学科で遂行した卒業研究の成果をまとめた
卒業論文に基づいている。アジア研究センター共同研究「アジアにおけるツーリズム・マーケティン
グに関する研究」のプロジェクトに筆頭著者も参画し、研究活動を進めた成果である。研究内容とし
ても優れており、当該の学術分野に裨益するところが大きい研究ノートであり、アジア・レビューに
掲載する意義があると判断される。研究ノートの執筆にあたっては、第二著者（髙野倉 雅人）が指
導教員として全面的に指導および監修して、適宜、修整を行っている。

（まつなが　こうせい　学生　神奈川大学工学部 4年生）
（たかのくら　まさと　所員　神奈川大学工学部教授）
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